
W :
放射線の単位 放射線の被ばく線量と影響などとの関係の概要

放射線と放射性物質の量を表すために使われる単位を解説します。
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゜「ベクレル」
(Bq) 

「グレイ」
(Gy) 

「シ ーベルト」
(Sv) 

放射性物質の量

放射線から吸収した
エネルギーの量

「吸収線霞」と呼ばれ、1グレイは放射
線から物体1kgあたり1ジュ ール（約
0.24カロリ ーに相当）のエネルギーが
吸収されたことを表します。

評価・計算（下襴参照）
人体に当たった放射線の種類・部
位を評価し、グレイの値から計算
してシ ー ベルトの値を求めます。

大量の放射線を短時間で被ばくした揚合には様閃な影響が現れます。被ばく線量が少なくなると
ともに影響も少なくなり、約100ミリシ ー ベルト以下の放射線ではがんが発生するかどうかが問題と

なります。一方、私たちは自然放射線を長期間被ばくし続けています。
これらに基づき、原子力施設に由来する放射線被ばく線量の規制値が設定されています。

それらの詳しい解説を、次ペ ー ジ以降に記載しました。

ーI 全員が死亡： 8,000以上
進隕邑戦屁卸1 半数の人が死亡： 4,000

（原爆被爆者の調査結果） 肱弔毛べ 3,000以」上

はき気•おう吐： 1,000以上

白血球の一 時的減少： 500以上

がんによる死亡の確率は5%

（喫煙や 1 日 3 合の飲酒によるがん死亡の
確率 10%より少ない）

放射性物質中で1秒間に変化
する原子の数を表します。 「被ばく線量」と呼ばれ、この値によって

ヒトヘの影響が判断できることから安全
管理の指標として使われます。

放射線のヒトヘの健康影響

放射線の人体への影響は「シ ー ベルト」の値で判断します。
（シ ー ベルトの値と健康影響との関係を、次ペ ージで解説しています。）

もっと知ってみよう
シ ー ベルトとグレイの関係

がんが一部の人に発生

被ばく線昌（シ ー ベルトの値）は、正式には「実効線量」と呼ばれ、下の式で表されます。

実効線量＝
（シ ー ベルト）

〔組織の吸収線量X放射線加重係数 x組織加重係数〕を全身の組織で合計
（グレイ）

X線CT (胸部） ：約5~20

(1回当たり）

X線CT (頭部） ：約1~5

胃部X線検査（直接） ： 3.3

臓器などの組織別の放射線感受性の違
いを表す係数＊

・骨髄、肺、胃、結腸、乳房、その他の組織が各0.12

•生殖腺が0.08

・甲状腺、食道、肝臓、膀脱が各0.04

・皮膚、骨表面、脳、唾液腺が各0.01

（全ての組織の加重係数の合計が1 になるよう

に、決められた。）
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がんによる死亡の確率は0.5%

（受動喫煙や野菜不足によるがん死亡と同程度）
70: インド・ケララ州の

自然放射線の
最大値 (1 年間）

� 

2.4: 自然放射線の世界平均
(1 年間）

0.19: 航空機旅行（東京—ニューヨ ーク

1往復）での宇宙線被ばく

20: 放射線業務従事者の
線量限度の年平均

＝事故時に避難が指示され
る外部被ばく線量の基準値
(1年間）でもある。

人体の各組織1 kg当
たりに吸収される放
射線エネルギ ー

• 1グレイ =1ジュ ー ル/kg
=0.24カロリ ー/kg

がん等の発生し易さをガンマ
線を基準にして表した係数＊

・ガンマ線とベー タ線が 1
・アルファ線が20

・中性子線が2.5-21

＊国際放射線防護委員会2007年勧告

1 : 一般公衆の線量限度
(1 年間）

＝「食品中の放射性物質に
係る基準値」の基となる内
部被ばく線量(1年間）でも
ある。

歯のX線検査： 0. 01

国運科学委員会2000年報告書

三

0ガンマ線のエネルギーが全身に均等に吸収された場合には、
等しくなります。

0グレイは人以外の動物や、測定器などに吸収される放射線エネルギーの単位としても使われます。
0甲状腺など 一 つの組織のみへの放射線被ばく線量は、

組織の吸収線量（グレイ） X放射線加重係数
で通常表され、等価線量と呼ばれます。 （この単位にもシ ー ベルトが使われています。）

シ ー ベルトの値はグレイの値に 1マイクロシーベルト＝

0.00026: 基準値の濃度 (100ベクレル/kg) のセシウム137を含む食品
200gを 1 回食べた場合の内部被ばく線量


